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C O N T E N T S
　■第４期介護保険事業計画を策定しています

　■町県民税・所得税申告の受付

　■白浜町表彰／公営住宅入居者募集

　■町政ピックアップニュース

　■お知らせ information

　■まちのわだい／こんにちは町長です

　■保健センターから

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

白浜町消防出初式 一斉放水（日置川河口）

～町を守る決意も新たに～



広報しらはま２月号　�

　
「
白
浜
町
第
４
期
介
護
保
険

事
業
計
画
・
老
人
福
祉
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
、
一
般
公
募

に
よ
る
被
保
険
者
、
保
健
医
療

関
係
者
お
よ
び
福
祉
関
係
者
で

構
成
す
る
「
白
浜
町
介
護
保
険

事
業
計
画
等
作
成
委
員
会
」
を

設
置
し
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
今
後
の
介
護
保

険
事
業
と
高
齢
者
の
福
祉
事
業

の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

介
護
保
険
料
は
こ
の
事
業
量
推

計
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
ま

す
。

　

第
３
期
で
は
、
全
国
的
に
も

高
額
な
介
護
保
険
料
と
な
り

ま
し
た
が
、
給
付
費
が
増
加
す

る
要
因
よ
り
も
減
少
す
る
要
因

の
影
響
が
大
き
く
、
給
付
費
全

体
で
は
計
画
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
生
じ

た
余
剰
金
に
つ
い
て
は
、
介
護

給
付
費
準
備
基
金
へ
積
み
立
て

ま
し
た
。

　

ま
た
、
制
度
創
設
当
初
か
ら

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
借
り

入
れ
て
い
た
財
政
安
定
化
基
金

の
償
還
が
平
成
20
年
度
で
完
了

し
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数

や
介
護
給
付
費
に
つ
い
て
は
、

急
速
な
伸
び
率
が
鈍
化
し
今
後

は
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
緩
や

か
な
増
加
が
続
く
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
へ
と
進
展
し

て
い
く
中
で
、
介
護
が
必
要
な

方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

白
浜
町
で
は
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
の
確

保
と
高
齢
者
の
福
祉
事
業
、
地

域
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

第４期介護保険事業計画を
策定しています

白浜町では、平成２１年度から平成２３年度までの介護保険事業と高齢者の福祉事業を
中心とした「白浜町第４期介護保険事業計画・老人福祉計画」の策定に取り組んでいます。

■お問い合わせ　役場民生課 介護保険係（℡４３－５５５５）

計
画
の
基
本
理
念

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

元
気
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
の
創
造

■
健
康
増
進
・
介
護
予
防
に
よ
る
高
齢
者
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
！

■
相
談
体
制
を
充
実
し
、
高
齢
者
の
立
場
に
立
っ
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
！

■
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
力
で
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
！

●●●　アンケート調査へのご協力 ありがとうございました　●●●

　昨年の７月に実施した高齢者福祉に関するアンケート調査では、多くの方にご協力をいただきありがとうござ
いました。本調査は、高齢者の生活状況などを把握し計画策定の基礎資料とすることを目的に、無作為抽出した
１，０００人の方を対象に実施しました。
　調査では「半数以上の方が自身の身体状況についての不安や悩みを感じていること」、「健康状態や交通の不便さ
などで行動範囲が限られているもののさまざまな人と交流したいという思いがあること」「８割近くの方が介護保
険料に負担を感じていること」などが特徴的な結果としてあらわれています。

開催回数 内　　容
第１回

平成２０年５月２８日

 ・委員委嘱状交付式
 ・委員長、副委員長の選任
 ・第４期介護保険事業計画の策定にあたって

第２回
平成２０年８月６日

 ・第３期事業計画における目標値と実績の比較

第３回
平成２０年１０月１日

 ・第３期の検証とまとめについて
 ・高齢者福祉に関する実態調査結果について
 ・第４期介護保険事業計画・老人福祉計画の骨子（案）について

第４回
平成２０年１１月１９日

 ・第４期介護保険事業計画・老人福祉計画（案）について
 ・介護保険料の推計について

第５回
平成２１年１月１４日

 ・第４期介護保険事業計画・老人福祉計画（案）について
 ・介護保険料の推計について

白浜町介護保険事業計画等作成委員会の開催の状況

※上記の委員会のほか、１２月１、２５日に小委員会を開催しています。
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要介護認定者数の推移
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単位：百万

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

介護給付費の推移

開催日 時　間 会　場

２月１８日（水） 　午前１０時～ 　農業研修会館

２月１８日（水） 　午後　２時～ 　白浜町中央公民館

２月１９日（木） 　午後　２時～ 　日置川拠点公民館

◆要介護・要支援認定者数の推移

◆介護給付費の推移

住民説明会のお知らせ
お近くの会場へぜひお越しください！

要支援１

要支援２

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護１

介護を必要とされる方が年々増加しています。
町内の６５歳以上の方のうち、約５人に１人が要介護・要支援認定
者となっています。

平成１８年度に一時的な減少がありましたが、サービス利用が上昇傾向にあり、
介護給付費は年々増加しています。
平成１９年度決算では１９億９２３６万３３６６円となりました。

872
953

1,103 
1,188

1,300 1,331 1,349 1,403

1,207

1,527
1,648 

1,730

1,877
1,987

1,924
1,992

　介護保険事業計画について、下表の日程で住民説明会を開催します。
　説明会では、これまでの介護サービスの利用状況や第４期（平成２１～２３年度）の
介護保険料などについて、できるだけわかりやすく説明をさせていただく予定です。
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▼
町
県
民
税
の
申
告

◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

（
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は

除
く
）
は
、
平
成
21
年
１
月
１
日
現

在
、白
浜
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
、

ま
た
は
白
浜
町
に
居
住
し
て
い
る
方

で
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
前
年
中
に
事
業
等
（
商
業
、工
業
、

　

農
業
、
漁
業
）、
不
動
産
、
配
当

　

等
の
所
得
の
あ
る
方

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み

　

で
、
既
に
年
末
調
整
を
済
ま
さ
れ

　

て
い
る
方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

　

申
告
が
必
要
で
す
。

・
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を

　

提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
営
業
、
農
業
、

　

不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

・
日
雇
、
家
事
手
伝
い
な
ど
の
方

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

　

る
方
。
所
得
の
有
無
を
問
わ
ず
、

　

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
さ
れ
な
い
場
合
、
税
額
の
決

　

定
等
、
事
務
処
理
上
不
都
合
が
生

　

じ
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上

　

の
方
も
、
介
護
保
険
料
の
料
金
段

　

階
の
判
定
に
申
告
が
必
要
と
な
り

　

ま
す
の
で
同
様
に
提
出
い
た
だ
き

　

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
年
に

　

町
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
さ
れ

　

た
方
お
よ
び
、
平
成
20
年
中
に
白

　

浜
町
に
転
入
さ
れ
た
方
に
送
付
し

　

て
い
ま
す
が
、
未
着
や
申
告
が
新

　

た
に
必
要
な
場
合
は
役
場
税
務
課

　

ま
た
は
申
告
受
付
場
所
で
お
申
し

　

出
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告

◎
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
所
得
控
除
額
を
超
え
る
場

合
で
、
そ
の
超
え
る
額
に
対
す
る
税

額
が
、
配
当
控
除
額
お
よ
び
年
末
調

整
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
の

合
計
額
を
超
え
る
方
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
雑
所

　

得
お
よ
び
一
時
所
得
な
ど
が
あ
る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

　

る
場
合

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

　

得
金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経

　

費
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額
）
の

　

合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
場
合

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

　

い
る
場
合

③
不
動
産
や
株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ

　

る
方

　

平
成
21
年
度
分
の
町
県
民
税
の
申
告
お
よ
び
、
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
が
２
月
16
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
３
月
16
日
ま
で
で
す
が
、期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
、役
場
税
務
課
お
よ
び
、

日
置
川
事
務
所
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

町
県
民
税
・
所
得
税
申
告
の
受
付
は

　
　
　
　

  

２
月
16
日
～
３
月
16
日
で
す  

―
 

町
県
民
税
の
申
告
、
確
定
申
告
は
正
し
く
・
お
早
め
に ―

月 日 曜 時　　　間 場　　　所

2

24 火
9：30 ～ 11：30 見草集会所

13：00 ～ 15：00 椿区民会館

25 水
9：30 ～ 11：30 紀伊富田みのり館

13：30 ～ 15：30 芝生会館

26 木
9：30 ～ 11：30 羽衣会館

13：00 ～ 15：00 町立児童館（２Ｆ小会議室）

3

4 水
9：30 ～ 11：30 中老人憩いの家

13：00 ～ 15：00 才野会館

5 木
9：30 ～ 11：30 堅田西町内会館

13：00 ～ 15：00 細野会館

6 金
9：30 ～ 11：30 庄川会館

13：00 ～ 15：00 保呂集会所

9 月
9：30 ～ 11：30 湯崎老人憩いの家

13：00 ～ 15：00 松の湯（２Ｆ）

10 火 9：30 ～ 15：00 美之浦保健センター

月 日 曜 時　　　間 場　　　所

2

19 木
10：00 ～ 16：00 川添山村活性化支援センター
14：00 ～ 15：30 上露区民会館

20 金
10：00 ～ 12：00

滝区民会館
矢田区民会館

13：30 ～ 16：00
玉伝区民会館
大古区民会館

23 月
10：00 ～ 12：00

城青年会館
久木区民会館

13：30 ～ 15：30 小川集会所
13：30 ～ 16：00 高齢者活動促進施設『みまい荘』

3

2 月
10：00 ～ 12：00

口ヶ谷区民会館
志原区民会館

13：30 ～ 16：00
田野井会館
市江区民会館

3 火 10：00 ～ 16：00 安宅総合センター

6 金
10：00 ～ 12：00 伊古木青年会館
13：00 ～ 15：00 塩野区民会館

11 水
　9：00 ～ 16：00 日置川拠点公民館

（第４研修室）※土・日曜日除く↓
16 月

【白浜地域】

【日置川地域】町県民税申告出張受付日程表
※一部、例年と時間・場所を変更していますのでご注意ください。

田辺税務署・役場税務課・日置川事務所での申告受付は、平日のみ行っています。
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▼
還
付
申
告
は
？

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
次
の
よ
う

な
場
合
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま

す
。

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

　
（
平
成
20
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

　

費
が
10
万
円
か
、
所
得
の
５
％
の

　

い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
を
超

　

え
る
場
合
）

　

※
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収

　

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　
　
　

　
（
コ
ピ
ー
し
た
も
の
は
不
可
）

②
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し

　

た
場
合
（
一
定
の
要
件
に
該
当
す

　

れ
ば
居
住
し
た
年
か
ら
住
宅
借
入

　

金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
１
年
目
に
確
定
申
告

　

を
す
る
と
２
年
目
以
降
は
年
末
調

　

整
で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
）

③
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し

　

て
い
な
い
場
合（
結
婚
等
で
住
所
、

　

氏
名
に
変
更
の
あ
る
と
き
は
、
源

　

泉
徴
収
票
の
ほ
か
に
住
民
票
な
ど

　

が
必
要
で
す
）

④
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

★
還
付
申
告
は
、
２
月
16
日
以
前 

　

で
も
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

で
き
る
だ
け
早
く
提
出
し
ま
し
ょ

　

う
。
詳
し
く
は
、
田
辺
税
務
署

　
（
℡
２
２
ー
１
２
５
０
）
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
役
場
で
の
確
定
申
告
の
受
付
に
つ

　

い
て
は
原
則
、
給
与
所
得
者
お
よ

　

び
、
年
金
受
給
者
の
方
が
対
象
と

　

な
り
ま
す
。
事
業
所
得
の
方
で
決

　

算
書
（
収
支
計
算
）
の
作
成
に
あ

　

た
っ
て
相
談
が
必
要
な
方
は
、
下

　

段
の
地
区
相
談
日
を
ご
利
用
い
た

　

だ
く
か
、
税
務
署
も
し
く
は
資
格

　

の
あ
る
税
理
士
に
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

■
役
場
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

　

る
方
で
、
申
告
書
の
控
え
に
税
務

　

署
の
受
付
印
が
必
要
な
方
は
、
切

　

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
申
告

　

書
と
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
役
場
か
ら
税
務
署
へ
申
告
書
の

　

引
渡
し
を
行
っ
た
の
ち
に
税
務
署

　

か
ら
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。）

■
２
月
16
日（
月
）～
３
月
16
日（
月
）

　

の
期
間
は
、役
場
税
務
課
お
よ
び
、

　

日
置
川
事
務
所
住
民
生
活
係
で
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
期
限
後

　

は
田
辺
税
務
署
へ
直
接
提
出
い
た

　

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
期

　

限
内
提
出
・
申
告
に
ご
協
力
く
だ

　

さ
い
。

■
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

　

費
税
等
の
申
告
書
を
役
場
税
務
課

　

お
よ
び
、
日
置
川
事
務
所
住
民
生

　

活
係
の
窓
口
に
備
え
つ
け
て
い
ま

　

す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
気
軽
に

　

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

田
辺
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

田
辺
税
務
署
で
は
、
次
の
と
お
り
確
定
申
告
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
間
中
は
、
税
務
署
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

（
℡
２
２
ー
１
２
５
０
）

●
公
的
年
金
受
給
者
を
対
象
と

し
た
確
定
申
告
の
相
談
・
受
付

　

確
定
申
告
期
の
前
に
、
公
的
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
確
定
申
告
の
相
談
・
受
付
を
行
い

ま
す
。

　

昨
年
ま
で
開
催
し
て
い
た
会
場

は
、
一
部
廃
止
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
の

地
区
納
税
相
談
・
受
付

　

近
畿
税
理
士
会
田
辺
支
部
と
の
共

催
に
よ
り
、
地
区
納
税
相
談
お
よ
び

確
定
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
開
催
し
て
い
た
会
場

は
、
一
部
廃
止
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

※
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
必
要
書
類
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

日　　程 申告会場

２月 　５日（木）

県立情報交流センター
ビッグ・ユー

２月 　６日（金）

２月 １２日（木）

２月 １３日（金）

２月 　９日（月） 紀南文化会館
展示ホール１Ｆ２月 １０日（火）

日　　程 申告会場
２月 １８日（水） 大塔総合文化会館
２月 １９日（木） 中辺路コミュニティセンター
２月 ２０日（金） 田辺市龍神行政局
２月 ２３日（月） 田辺市本宮行政局
２月 ２４日（火） 県立情報交流センター

ビッグ・ユー～ ２６日（木）
２月 ２７日（金） 白浜町中央公民館
２月 １６日（月） 田辺納税協会

※土・日曜日、祝日は除く～  ３月５日（木）

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

※
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
必
要
書
類
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
の
受
け

取
り
は
、
預
貯
金
口
座
へ
の
振
り
込

み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
り
込
み
に
つ
い
て
は
、

金
融
機
関
名
、
預
金
種
別
、
口
座
番

号
が
必
要
で
す
。

さらに便利で使いやすく！

ネットでどこでも申告・納税

e-Tax をぜひご利用ください
ご利用時間

　■月曜日～金曜日　午前８時３０分～午後９時（祝日等を除く）
　■所得税の確定申告期限の３月１６日（月）までは、２４時間
　　ｅ－Ｔａｘのご利用が可能です。

詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

http://www.e-tax.nta.go.jp
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白
浜
町
人
権
資
料
保
存
整
理

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
当
町
に
お
け
る
人
権

資
料
等
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

保
存
お
よ
び
整
理
等
を
進
め
る
た
め

に
人
権
資
料
保
存
整
理
委
員
会
を
設

置
し
、
次
の
８
人
の
方
々
が
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

山
本　

一
男

副
委
員
長　

橋
本　

忠
已

委　
　

員　

木
下　

延
秀　

　
　
　
　
　

植
杉　

滋　

　
　
　
　
　

和
田　

作
治

　
　
　
　
　

宮
前　

保
男

　
　
　
　
　

木
下　

貞
子

　
　
　
　
　

植
田　

泰
子

【
順
不
同
・
敬
称
略
】

　

な
お
、
人
権
資
料
保
存
整
理
委
員

会
で
は
、
人
権
に
関
す
る
資
料
や
書

物
等
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
も
し
、

ご
家
庭
に
、
ご
提
供
い
た
だ
け
る
こ

れ
ら
の
資
料
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

・
役
場
総
務
課
庶
務
係

（
℡
４
３
ー
５
５
５
５
）

・
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
℡
５
２
ー
２
４
４
６
）

◆入居可能日
　いずれも平成２１年３月１日から　
◆募 集 期 間
　２月２日（月）～１０日（火）
◆抽選日
　２月１７日（火）
　午前９時３０分から
※入居時には敷金が必要です。
※家賃のほかに、共益費が必要です。

■お申し込み・お問い合わせ
　　役場 建設課 都市計画係
 　　　　　　（℡４３－６５８６）
　　日置川事務所 産業建設係　　
　　　 　　　（℡５２－２３０２）

公営住宅入居募集

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

西越 44 団地 昭和 44 年度 白浜町堅田 2487 番地の 8 １戸 簡易耐火 2 階建
２ＤＫ・39. 5㎡

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

中田団地
※浴槽なし 昭和 45 年度 白浜町日置 2040 番地の 2 １戸 簡易耐火 2 階建

２ＤＫ・39.5㎡

安宅第１団地 平成 11 年度 白浜町安宅 150 番地 １戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・72.1㎡

安宅団地 昭和 55 年度 白浜町安宅 409 番地の 7 １戸 簡易耐火 2 階建
３ＤＫ・80.1㎡

安宅団地 昭和 56 年度 白浜町安宅 472 番地の 8 １戸 簡易耐火平屋建
３ＤＫ・80.1㎡

玉伝団地 平成   5 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・74.9㎡

【白 浜 地 区】

【日置川地区】

防
犯
功
労

五い

が

ら

し

十
嵐 

清き
よ

市い
ち 

氏
（
79
歳
）

　
　
　
　
　
　
【
白
浜
町
椿
】

　

昭
和
39
年
７
月
、
椿
防
犯
自
治
会
の

発
足
と
と
も
に
防
犯
警
備
隊
員
と
な
り
、

永
き
に
わ
た
り
地
域
の
防
犯
活
動
に
献

身
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
は
、
地
区
懇
談
会
を
開
催
し

て
振
り
込
め
詐
欺
被
害
や
交
通
事
故
等

の
防
止
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
安

全
・
安
心
を
第
一
に
考
え
ら
れ
活
動
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

防
犯
功
労
者
表
彰
の
栄
誉
金
賞
を
和
歌

山
県
内
で
唯
一
受
賞
さ
れ
、
現
在
も
同

会
の
事
務
局
と
し
て
地
域
の
防
犯
活
動

に
全
力
を
傾
注
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

教
育
功
労

湯ゆ

川か
わ 

喜き

太た

郎ろ
う 

氏
（
67
歳
）

　
　
　
　
　
【
白
浜
町
湯
崎
】

　

平
成
元
年
か
ら
平
成
18
年
２
月
ま
で

の
永
き
に
わ
た
り
、
旧
白
浜
町
の
教
育

委
員
を
努
め
ら
れ
、
特
に
平
成
12
年
10

月
か
ら
は
教
育
委
員
長
と
し
て
町
の
教

育
行
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
３
月
の
白
浜
町
と
日

置
川
町
の
合
併
の
際
に
は
、
教
育
関
係
の

様
々
な
課
題
の
調
整
等
に
卓
越
し
た
指

導
力
と
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組

ま
れ
、
新
町
の
教
育
行
政
の
基
盤
づ
く

り
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
功
労

者
表
彰
、
和
歌
山
県
教
育
功
労
表
彰
な

ど
の
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年

白
浜
町
表
彰

　

１
月
１
日
、
町
内
の
ホ
テ
ル
で
新
春
恒
例
の
新
年
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

方
々
が
出
席
し
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
席
上
、
町
の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
永
年
、
町
の
発
展
等
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
２
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●白浜町大古で地質調査業務開始

　近畿自動車道紀勢線の高規格幹線道路整備に伴い、

白浜町大古地区で地質調査が始まりました。

●町道市鹿野小川線横断溝補修工事

　市鹿野地区の

側溝および道路

整備を行いまし

た。今後も継続

的に補修工事を

行う予定です。

●堅田西地区排水路改良工事

　平成１５年か

ら取り組んでき

ました、堅田西

地区の排水路改

良工事（２期工

事）が完成しま

した。

●霊泉橋配水管設置工事

　 古 賀 浦 地 内

の霊泉橋で、老

巧化した水道管

更新工事を昨年

１１月から行っ

ています。なお、

１月末から本格

的な水道管布設

作業を開始して

おり、完成は３

月末の予定です。

●町道寺山本線側溝補修工事

　寺山地区の排水路の補修工事を行いました。

●町道見草本線舗装補修工事

　見草地区の老朽化した道路の補修工事を行いました。

●平間町営住宅建設工事起工式

　老朽化が進んでいた平間第１住宅の建替えに伴

い、起工式を執り行いました。
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あなたもＥＴＣを始めよう！

今、高速道路を利用する８割の
お客様がＥＴＣを利用しています。

  　冬の高速道路、雪道情報は
　　ユキイロ .com をご覧下さい

 Http://www.yukiiro.com

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，８７２人
　　　　　　（先月比　－１８人）

　　　　男　　１１，１６５人
　　　　　　（先月比　－　５人）

　　　　女　　１２，７０７人
　　　　　　（先月比　－１３人）

　世帯数　　１１，０１８世帯
　　　　　　（先月比　－４世帯）

※平成２１年１月１日現在

平
成
21
・
22
年
度　

白
浜
町
臨

時
職
員
登
録
制
度
に
よ
る
登
録

申
請
の
受
付
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
幅
広
く
職
務
に
応

じ
た
人
材
を
確
保
し
、
効
率
的
な
臨

時
職
員
の
雇
用
管
理
を
図
る
た
め
、

白
浜
町
の
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
を

希
望
す
る
方
を
事
前
に
登
録
す
る
制

度
で
、
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た

に
臨
時
職
員
を
必
要
と
す
る
事
由
が

発
生
し
た
段
階
で
、
登
録
者
の
中
か

ら
選
考
し
、
雇
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

申
請
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
白
浜
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
申
請
書
類

　

白
浜
町
臨
時
職
員
雇
用
登
録
申
請
書

※
申
請
書
類
は
、
役
場
総
務
課
、
富
田

事
務
所
、日
置
川
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
受
付
開
始

　

２
月
２
日
（
月
）
か
ら

◆
有
効
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

※
年
度
途
中
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
登

録
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課　

庶
務
係

平
成
21
・
22
・
23
年
度　

白
浜

町
物
品
入
札
等
参
加
者
登
録
の

受
付
に
つ
い
て

　

平
成
21
、
22
、
23
年
度
白
浜
町
物

品
入
札
等
参
加
者
登
録
の
受
付
を
開

始
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
登
録
を
希

望
さ
れ
る
方
、
更
新
を
希
望
さ
れ
る

方
は
受
付
期
間
中
に
役
場
総
務
課
庶

務
係
ま
で
必
要
書
類
を
添
付
し
、
申

請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
等
は
、
役
場
総
務
課
、
富

田
事
務
所
、
日
置
川
事
務
所
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
白
浜
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

平
成
21
年
２
月
１
日
～

平
成
21
年
３
月
20
日

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

◆
有
効
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課　

庶
務
係

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ

い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童

の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
そ
の
児
童
を
監
護
も
し
く
は

養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
国
の
手
当
で
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方

　

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は

精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
。

※
次
の
場
合
は
手
当
て
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

①
手
当
て
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
や
対

象
と
な
る
児
童
が
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
通
園

施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き

◆
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

民
生
課
福
祉
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
所
得
制
限
、
障
害
程
度
の
基
準

が
あ
り
、
該
当
す
る
か
県
知
事
の
認

有料広告募集中

あなたもＥＴＣを始めよう！

今、高速道路を利用する８割の
お客様がＥＴＣを利用しています。

  　冬の高速道路、雪道情報は
　　ユキイロ .com をご覧下さい

 Http://www.yukiiro.com

有料広告募集中
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お知らせ INFORMATION

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

福
祉
係

一
般
不
妊
治
療
費
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か
？

　　

保
険
適
用

の
不
妊
治
療

費
を
３
万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま

す
。
申
請
に
は
病
院
の
証
明
な
ど
の

書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
の
一
般
不
妊
治
療
費

の
申
請
は
、
平
成
21
年
３
月
末
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
申
請
を
希
望

さ
れ
る
方
は
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー

白
浜
町
災
害
時
要
援
護
者
プ
ラ

ン
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

近
い
将
来
発
生
す
る
と
さ
れ
る
東

南
海
・
南
海
地
震
や
広
域
洪
水
の
よ

う
な
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
要
援

護
者
と
な
り
う
る
方
（
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
）
を
地
域
全

体
で
支
援
す
る
た
め
に
、
現
在
、
白

浜
町
災
害
時
要
援
護
者
プ
ラ
ン
の
策

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
、
地

域
の
民
生
・
児
童
委
員
や
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
方
々
が
、
対
象
と

思
わ
れ
る
方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み

と
い
う
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課　

防
災
対
策
室

自
死
遺
族
の
た
め
の
講
演
会

　

大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で
失

う
こ
と
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。

遺
さ
れ
た
人
は
言
い
表
せ
な
い
悲
し

み
や
苦
し
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
想

い
に
心
が
揺
れ
動
い
た
り
し
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
よ
う
な
悲
し
み
か
ら

の
回
復
の
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対　

象　

大
切
な
人
を
自
死
（
自

殺
）
で
失
っ
た
方
に
限
り
ま
す

◆
日　

時　

２
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場　

所　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
し
込
み
方
法

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
７
３
９
ー
４
３
５
ー
５
１
９
４
）

　
（
Fax
０
７
３
ー
４
３
５
ー
５
１
９
３
）

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促
進

お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
振
興

局
に
配
置
さ
れ
た
相
談
員
）
が
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
や
情
報
誌
を

持
参
し
て
、
職
業
の
相
談
を
受
け

ま
す
。

　

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
２
月
13
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
２
月
19
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

会
場
…
白
浜
町
中
央
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
牟
婁
振
興
局 

産
業
振
興
部 

産

業
総
務
課
（
℡
２
６
ー
７
９
４
７
）

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や
い

ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
２
月
９
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
白
浜
町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

◇
２
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
み
ま
い
荘

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受

け
付
け
ま
す
。

◇
２
月
９
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
２
月
12
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
み
ま
い
荘

◇
２
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
児
童
館

苗木を無償配布します
　白浜町では、今年度も緑化推進の一環として、
平草原公園で育てた苗木を、平成１９年３月１日
から平成２１年２月２８日の間に「結婚」「出生」

「新築」された白浜町在住の方に無償配布します。
　ご希望の方は、ハガキに
　○「結婚」「出生」「新築」のいずれか
　○希望の苗木名（表の内、１件につき１本）
　○住所　○氏名　○電話番号

をご記入の上、ご応募ください。
◆応募受付期間　２月９日（月）～２月２７日（金）
■応募先・お問い合わせ
　〒 649-2211  白浜町１６００番地
　　白浜町役場　観光課宛
※応募多数の苗木がある場合は抽選になります。

※配布日については後日、観光課から連絡します。

コデマリ ４０～５０㎝ 　３０本

サザンカ ５０～６０㎝ 　２０本

ツツジ ３０～５０㎝ 　２０本

サツキ ２０～４０㎝ 　２０本

キンモクセイ ４０～５０㎝ 　２０本

ハマユウ ２０～５０㎝ 　３０株

日本スイセン ４０～５０㎝ 　３０組
（１組１０本）

アロエ ４０～５０㎝ 　３０組

バラ ３０～５０㎝ １００本

ソメイヨシノ 150 ～ 170㎝ 　２０本
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第８回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競争大会

白浜町代表選手決定！

　小学５年生～中学３年生の男女で編成した県内の市町村代表チームが優勝を
争う和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会。
　白浜町では、昨年１２月１３日に代表候補選手選考会を実施し、下記のとお
り白浜代表選手団が結成されました。現在、大会に向けてトレーニングに励ん
でいます。精一杯がんばってください！
　大会は、２月１５日（日）午前１１時　和歌山県庁スタートです！

認知症サポーター養成講座　～認知症を学び、地域で支えよう～

　認知症サポーター養成の取り組みが学校にも広がり、１１月
には日置小学校６年生と白浜第二小学校５・６年生の児童が認
知症サポーター養成講座を受講しました。
　児童たちからは、「自分が認知症になったら怒らないでほしい」

「認知症の人は、普段のことを忘れても、うれしい心と悲しい心
はわかってるんだなと思った」といった声が聞かれました。
　また、講座の定期開催も始まりました。会場はグループホー
ムパル白浜で、毎月第３水曜日の午後６時３０分から開催して
います。受講希望の方は、役場内白浜町地域包括支援センター

（℡４３ー５５５５）までお申し込みください。

白浜町成人式
　１月４日、町内のホテルで成人式が開催され、華やかな振
袖姿やスーツ姿の新成人１９２人が出席しました。（対象者は
３０５人）
　式では、来賓の方々から新成
人に期待を寄せるお祝いの言葉
や、中学校時代の恩師からの心
温まるメッセージがビデオレタ
ーで贈られました。最後に、新
成人を代表して山

やま

田
だ

彩
あや

香
か

さんが、
お礼の言葉と成人としての抱負
を述べました。

（順不同・敬称略）

白浜町代表選手団
●団　長　立谷　誠一　　●副団長・監督　泉　勝一
●コーチ　森　英明 / 福田　学 / 高田　由一 / 中原　貴生 / 金本　速人
●選　手　森本　駿平（西富田小・６年生）　樫山　直生（富田小　・５年生）

　　　　　川口　親範（白二小　・６年生）　小山　凱丈（白一小　・６年生）

　　　　　俵本菜々子（南白浜小・６年生）　内本　エリ（南白浜小・６年生）

　　　　　高橋　里奈（北富田小・５年生）　玉置　彩花（白一小　・５年生）

　　　　　井上　光平（白浜中　・３年生）　内本　静也（富田中　・２年生）

　　　　　辻　　俊　（白浜中　・３年生）　森　　翔希（白浜中　・２年生）

　　　　　高橋　郁美（富田中　・２年生）　榎本　未来（富田中　・２年生）

　　　　　山中ちはる（白浜中　・２年生）　坂本菜実子（富田中　・２年生）

【白浜第二小学校での講座の様子】

【式典を待つ間、新成人で賑う会場ロビー】
【成人代表のあいさつをする山田さん】
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平成２０年度コミュニティ助成事業が完了
　堅田東町内会自主防災会議では、地域防
災力の向上を図るため、大型テントや消火
器等の防災資機材を宝くじの助成金で整備
しました。
　これは、（財）自治総合センターが実施
する「コミュニティ助成事業」を活用した
もので、宝くじの普及宣伝と、自主防災組
織が行う災害の被害防止活動および軽減活
動に役立てられることを目的に助成されて
います。

白浜町消防出初式
　１月５日、今年の白浜町消防出初式が挙行されました。
　消防職員・消防団員約３００人が参加。ＪＡ紀南日置支
所から日置中学校まで徒歩部隊と車両部隊により行進し、
日置中学校グラウンドで式典と観閲式。日置川河口で一斉
放水を行い、白浜町全域における生命と財産を守る団員ら
の心意気を示しました。
　また、多くの消防団員雇用育成の功績を称え、福原ニー
ドル株式会社・ＪＡ紀南富田支所・ＪＡ紀南日置支所に白
浜町長から感謝状が授与されました。

富田サッカースポーツ少年団が

全日本少年フットサル大会に出場

　富田サッカースポーツ少年団（廣畑信生監督）が、１月
４日から６日にかけて東京都の駒沢体育館・屋内球技場で
開催されたバーモントカップ第１８回全日本少年フットサ
ル大会に和歌山県代表として出場しました。
　今大会では、勝利をあげることはできませんでしたが、
全国から集まった強豪チームを相手に大健闘しました。
　今後、一層の活躍が期待されます。

 

こんにちは！町長です

　昨年の秋以後、アメリカ発の金融不安が全世界に広まり、
不況感の中での年越しでした。大方のエコノミストの今年
の経済環境の見通しは、さらに厳しくなるとの見解となっ
ており、油断のできない一年となりそうです。現況を踏ま
え、町を守るために町行政としてできる限りの取り組みを
進めなければならないと考えています。

さて、国政においては一昨年の参院選後、首相が３人
も替わるなど政策遂行において不安定な状況が続いていま
す。また今年は衆院議員選挙が実施される年でもあり、与
野党から次々と打ち出される政策は選挙を意識し大衆受け
を狙った視点に移行しており政府の巨額な財政赤字が止ま

らない中で大変気になるところです。さらに世界に目を向
けると昨年１２月２７日、アラブ地域ではイスラエルのガ
ザ地区攻撃が始まるなど第二次世界大戦後も世界各地で地
域紛争が続いており、戦争という争いが止まりません。な
ぜ、人間は意見の違いや生活習慣や文化の違い、宗教や人
種の違いを認め合うことができないのか！

「もう必要以上のお金は要らない。人を殺してまで領土な
ど要らない。武器などあるから使いたがる。欲しいのは神
から与えられた寿命を全うできる、静かな生活環境と、美
しい大自然の中で生きる権利である」と言った人がいます。
　今年が少しでも穏やかで心豊かな一年でありますよう願
わずにはいられません。

【大会出場前の１２月２５日、町に表敬訪問】
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保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら　

メ
タ
ボ
脱
出
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
20

年
度
の
特
定
健
診
結
果
に
よ
り
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
ま
た
は
そ
の
予
備
群

と
判
定
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象
に
、

日
頃
の
生
活
を
見
直
し
健
康
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
予

防
教
室
「
し
ら
ら
健
康
大
作
戦
!!
」

（
特
定
保
健
指
導
事
業
）
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
に

か
か
り
や
す
い
状
態
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

現
在
52
人
の
方
が
教
室
に
参
加
さ

れ
て
お
り
、「
６
キ
ロ
痩
せ
る
！
」「
間

食
を
減
ら
す
！
（
果
物
の
食
べ
す
ぎ

も
多
い
）」
な
ど
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
に
目
標
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
12
月
末
の
時
点
で
一
番
変
化

が
あ
る
方
は
、
腹
囲
10
．
３
㎝
減
、

体
重
５
．
８
㎏
減
と
い
う
驚
き
の
結

果
。
頑
張
り
す
ぎ
ず
、
気
を
抜
き
す

ぎ
ず
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
減
量

を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
。

　森
もり

裕
ゆう

治
じ

さんは、以前もダイエットを試み
ましたが、うまくいかなかったとのこと。
　この教室に参加後は、「自分は夜食を摂る
ことがよくない」と生活を見つめ直し、夜
食を摂らないよう気をつけてきました。
　現在は、普段体を動かす機会が少ないの
で、歩くように心がけているようです。
　「サポートしてくれる人がいるので頑張ろ
う！」という意気込みが伝わってきます。

「しらら健康大作戦 !!」
　参加者の声

す
こ
や
か
推
進
員
を
募
集
！

～
日
置
川
地
域
の
活
動
拡
大
～

　

す
こ
や
か
推
進
員
は
、
食
生
活
や

健
康
に
関
す
る
学
習
を
通
し
て
、
健

康
ま
つ
り
や
料
理
教
室
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
日
置
川
地
域
の
中
で
も
三

舞
・
川
添
地
域
に
活
動
を
広
げ
て
い

く
た
め
、
次
の
日
程
で
白
浜
町
す
こ

や
か
推
進
協
議
会
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
会
と
栄
養
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

◆
２
月
９
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら

　

川
添
山
村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
２
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

　

み
ま
い
荘

　

す
こ
や
か
推
進
協
議
会
は
、
現
在
、

11
支
部
に
177
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
随
時
推

進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



13　広報しらはま２月号

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

２月１９日（木） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 18 年 7 月生

２月２４日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 3 月生

２月２５日（水） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 19 年 7 月生

２月２６日（木） 13：20 ～ 13：30  日置川拠点公民館
 ４か月児・１０か月児健診
 ( 日置川地域 )
 平成 20 年 9・10・3・4 月生

２月２７日（金） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 10 月生

予防接種

２月　９日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

２月１０日（火） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  三種混合予防接種

２月１３日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

２月１７日（火） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  三種混合予防接種

２月１７日（火） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館  三種混合予防接種

２月２３日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談 ２月　２日（月）  9：00 ～ 12：00
 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

子育て支援室 ２月　４日（水） 10：00 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応じま
 すのでお気軽にお越しください。

ワンワン運動
毎月第１日曜日
（2/1・3/1）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
区に設定されています。（詳しくは、保健センターへ）

歯周病検診は、受けられましたか？
平成２０年度の歯周病検診をまだ受診されてい
ない方は、３月末までにぜひ受診してください。

　◆対象者
　　平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日に、40 歳・50 歳・60 歳・70 歳になられる方

　◆受診方法　受診券を発行しますので、保健センターまでお問い合わせください。

　◆検 診 料　無料　　◆検診内容　問診・歯周組織の検査

２
月
の
保
健
セ
ン
タ
ー
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　認知症高齢者を介護する家族を支援する『やすらぎ支援員』を募集しています。それに伴いやすらぎ支援員養
成講座を実施します。本研修と現場実習の修了者はやすらぎ支援員として登録し、有償で活動することができま
す。受講後の登録は自由です。
　また、支援員になるかはわからないけれど、認知症について詳しく知りたい、学習したいという方もご参加い
ただけます。関心をお持ちの方はお気軽にご応募ください。

　認知症高齢者を介護している家族が、日常生活
を営む上で必要な時間帯および介護者等が外出す
ることが必要な時間帯、または介護疲れで休息が
必要な時間帯に、やすらぎ支援員（一定の研修を
修了し登録している者）が対象者の居宅を訪問し、
介護者に代わって見守りや話し相手を行います。
原則、直接身体に触れる介護は行いませんがトイ
レへの誘導は必要に応じ行うものとします。

【訪問時間】
　午前９時から午後５時で利用される
　方が必要とする時間
　訪問は週８時間以内とします。

【支援員への報酬】
　１時間１人あたり９００円

※申し込みは２月７日（土）　までにお願いします。

やすらぎ支援員養成講座

　認知症学習会受講者

やすらぎ支援員養成講座

　認知症学習会受講者 参加無料

参加者

募集中！

やすらぎ支援事業とは

認知症について詳しく知りたい！

何かできることがあれば！
学習したい！

【日　時】　2 月 11 日（水）　午前 10 時から午後 4 時

【場　所】　白浜町福祉センター（白浜町社会福祉協議会）２階

【定　員】　４０人



15　広報しらはま２月号 ※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　町内の各家庭で使われずにしまわれている日用品などを各
地区の福祉委員さんや町内会の班長さんに集めていただき販
売しています。１月下旬からバザー商品のご提供をお願いし
ています。
　景気の悪いこんな時だからこそ、バザーを活用し、少しで
もお得な商品をゲットしましょう！

　去る１２月末に , 歳末たすけあい募金により年末年始を明
るく過ごしていただくため、歳末支援金の配分とおせち料理
の配食を実施しました。歳末支援金の配分は１０９件の方に
配分させていただき、おせち料理は
５４人の方にお配りさせていただき
ました。配分にあたり、民生・児童
委員の皆さま方やおせち配食協力員
の皆さまにご協力いただきました。

愛のバザー 開催 !

日 程 内　　容 会　　場

2/2 弁 護 士 福祉センター

2/9 人　　権 福祉センター

2/16 司法書士 福祉センター

2/23 一　　般 町立児童館

3/2 弁 護 士 福祉センター

3/9 人　　権 福祉センター

白 浜 支 部

日置川支部

【時間】13 時 30 分から 16 時まで
※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４３－５５６６
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

2/6 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

2/12 一　　般 高齢者生活福祉センター 

2/18 人　　権 み　ま　い　荘

2/25 一　　般 川添山村活性化支援センター

3/6 弁 護 士 高齢者生活福祉センター 

3/11 一　　般 み　ま　い　荘

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

ふれあいの場　発表会
練習の成果を発揮！

　自慢ののどと踊りを披露する「ふれあいの場」発表会が、
農業研修会館で開催されます。
　発表会は今回で 17 回目となり、「ふれあいの場」連絡
会に加入している老人クラブの世話人が中心となって、プ
ログラム作成、司会、進行など自主運営で行われ、楽しい
ひと時を過ごします。
　今年は、堅田保育園の園児の皆さんも参加していただく

ことになり、日ごろの練習の成果を
発揮してくれます。
　お年寄りだけでなく、どなたでも
ご観覧できますので、是非、お越し
ください。

と　き：3 月 1 日（日）午前 9 時から午後 2 時
場　所 ：白浜会館（阪田）、農業研修会館（栄）

～商品のご提供をよろしくお願いします～

不景気をふっ飛ばせ！

≪と　き≫ ２月２６日（木）　午後 １時より

≪場　所≫ 農業研修会館（栄）

◎ご協力いただきたい商品
タオル、陶器類、衣類、雑貨など
◎ご遠慮いただきたい商品
古着、使用済みのもの、食料品、
合成洗剤（環境への配慮から本バ
ザーでは販売しません）

暖かいお正月を！歳末たすけあい運動

　
　

東
白
浜　
　
　

宮 

脇　

よ
し
子 

様

　
　

富　

田　
　
　

宮 

本　

悦 

子　

様

　
　
　

中　
　
　
　

田 

元　

眞 

吾　

様

　
　

松　

原　
　
　

西 

村　

泰 

秋　

様

　
　

寺　

山　
　
　

宮 

本　
　

忠　

 

様

　
　

志　

原　
　
　

中 

本　
　

賢　

 

様

　
　

田
野
井　
　
　

賃 

馬　

久 

代　

様

　
　

市
鹿
野　
　
　

小 

森　

正 

利　

様

　
　

白
浜
町
職
員
組
合
青
年
部　
　

  

様

　
　
　
　
　
　
（
平
成
20
年
12 

月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

　

白
浜
町
中
央
公
民
館
で
は
、
12
月

10
日
に
、
ミ
ニ
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
は
、
田
辺
市
出
身

で
大
阪
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍

中
の
早わ

稲せ

田だ

奈な

美み

さ
ん
と
相
愛
大
学

同
窓
生
仲
間
で
も
あ
る
、
フ
ル
ー
ト
奏

者
の
酒さ
か

井い

香か

依え

さ
ん
、
松ま
つ

澤ざ
わ

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
松ま
つ

田だ

佳か

奈な

さ
ん
を
招
き
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

中
心
に
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

１
３
０
余
人
の
聴
衆
者
が
集
い
、
１

部
で
は
、
始
め
に
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
」
を
４
人
で
演
奏
し
た
後
、
自
己

紹
介
を
し
て
、「
ア
ラ
ベ
ス
ク
１
番
」

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
を
含
め
６
曲
を
披
露
。

　

後
半
の
２
部
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー
か
ら
フ
ル
ー
ト
・
バ
イ
オ

リ
ン
の
各
ソ
ロ
と
続
き
、「
千
の
風

に
な 

っ
て
」「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
と

い
っ
た
曲
目
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
曲

が
終
わ
る
た
び
に
拍
手
喝
采
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し

た
が
、
生
演
奏
が
聴
け
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
多
く
の
参
加
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
浜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

栄
冠
は
「
恵
」
に
！

　

中
央
公
民
館
で
は
、
12
月
11
日
、

白
浜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
第
21 

回
白
浜
町
中
央
公
民
館
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加

さ
れ
た
10
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
元
気

い
っ
ぱ
い
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
チ
ー
ム
プ
レ

ー
・
頭
脳
・
体
力
の
３
拍
子
が
揃
わ

な
い
と
勝
利
の
女
神
が
微
笑
ま
な
い

競
技
で
す
。

　

気
心
の
知
れ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト

で
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中

に
も
、
勝
利
を
目
指
し
て
真
剣
な
プ

レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
試
合
結
果

　

優　

勝　
　

恵
（
日
置
）

　

準
優
勝　
　

睦
（
日
置
）

　

３　

位　
　

百
々
千
会
（
中
）

　

３　

位　
　

福
寿
会
（
富
田
）

　

白
浜
老
人
大
学
は
、
12
月
22
日
、

閉
講
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

白
浜
老
人
大
学
は
白
浜
地
域
老
人

ク
ラ
ブ
を
対
象
に
老
人
が
抱
え
る
諸

問
題
を
テ
ー
マ
に
毎
月
22
日
に
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
皆
勤
賞
26
人
・
精

『笑って健康』

  笑
しょうふくてい

福亭 鶴
かくしょう

笑さんが 講演

●日　時　３月４日（水）
　　　　　午後１時３０分～

●場　所　農業研修会館（白浜町栄）

●入場料　無料

笑福亭鶴笑プロフィール
1984 年　６代目笑福亭松鶴に入門
1993 年　ＡＢＣお笑い新人グランプリ優秀新人賞受賞
1998 年　ハンガリー国際人形劇フェスティバル特別賞受賞
2000 年　シンガポールへ移住
2003 年　３月　第５３回芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞
　　　　  　　　文化庁文化交流使第１号に任命
　　　　  ７月　文化庁より日本第１号の文化交流使
　　　　  ８月　イギリス・エジンバラフリンジフェスティ
　　　　　　　  バル制覇
2004 年　文化交流使として渡英
2006 年　慰問活動を目的としたＮＰＯ法人「国境なき芸能
　　　　  団」設立
2008 年　活動拠点を日本に戻す

　中央公民館では、３月４日（水）
午後１時３０分から農業研修会館
に落語家の笑福亭鶴笑さんを迎
え、「笑って健康」をテーマに講
演会を開催します。 
　笑いは健康の源と言われますよ
うに、大声でお年寄りの方に笑っ
ていただこうと「富田地域老人学
級」が毎年行なっている講演会で
す。
　笑福亭鶴笑さんは、伝統芸能の
落語を多くの皆さんに解りやすく
するため、目で見て楽しめる人形
を使ったパペット落語を完成さ
せ、全国で活躍中です。
　講演は、一般の方の参加も歓迎
しますので、皆さんお誘い合わせ
の上お越しください。
　お問い合わせは、中央公民館

（℡４２ー２２６９）まで。

生
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た

勤
賞
12
人
の
方
が
記
念
品
を
授
与
さ

れ
た
の
ち
、
立
谷
町
長
の
「
町
政
に

つ
い
て
」の
講
義
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

ん
だ
り
、
来
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う

と
談
笑
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

白
浜
老
人
大
学
閉
講
式
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

民
具

3

3

を
見
た
よ

　

12
月
３
日
に
市
鹿
野
小
学
校
の

３
・
４
年
生
が
、
８
日
に
安
宅
小
学

校
３
年
生
が
、
10
日
に
日
置
小
学
校

３
年
生
が
、
昔
の
生
活
を
学
習
す
る

火
災
避
難
訓
練
を
し
ま
し
た

　

12
月
25
日
の
朝
、
日
置
川
拠
点
公

民
館
か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
、

火
災
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
童
保
育
の
子
ど
も
た

ち
15
人
と
学
童
保
育
指
導
員
４
人
、

教
育
事
務
所
職
員
３
人
が
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

消
防
車
に
よ
る
放
水
や
消
火
器
の

取
り
扱
い
訓
練
も
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
実
際
に
消
火

器
を
手
に
取
っ
て
訓
練
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

花
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

　

町
を
美
し
く
す
る
活
動
の
一
環
と

し
て
、
日
置
小
学
校
の
児
童
が
12
月

中
旬
に
花
の
苗
植
え
作
業
を
行
い
、

地
域
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
に
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
切
に
育
て
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
に
、
市
鹿
野
小
学
校
、

青
少
年
育
成
町
民
会
議
川
添
地
区
協

議
会
お
よ
び
公
民
館
の
川
添
分
館
の

共
催
に
よ
り
「
お
茶
の
里
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
特
産
品
で
あ
る
川
添
茶
に

ち
な
ん
で
「
お
茶
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
大
会
に

は
、
市
鹿
野
・
安
居
小
学
校
の
児
童

14
人
、
保
護
者
や
地
域
の
人
な
ど
13

人
、
合
計
27
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
終
了
後
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
豚
汁
や
お
に
ぎ
り

が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ

が
交
流
を
深
め
、
に
ぎ
や
か
な
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

「
第
７
回
お
茶
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

公民館サークル作品展

　日置川地域の公民館サークルの人々
によるロビー展を開催しています。
　日ごろの活動成果を発表する機会と
して、一昨年の９月から開催している
ものです。
　皆さまのご来場と、サークルへのご
加入をお待ちしています。
■時　間　午前９時～午後５時
■場　所　日置川拠点公民館
　　　　　１階ロビー
※各サークルの作品を

　随時展示します。

中
で
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
昔

の
道
具
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
、
日

置
川
拠
点
公
民
館
に
展
示
中
の
民
具

の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
昔
の
人
の
生
活

は
大
変
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
」
と
口
々

に
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

▲日置小学校の児童
▼安宅小学校の児童
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楽しかったね！「お正月あそび
2 2 2 2 2 2

」

　１月１０日、あいにくの雨模様の中での開催となりました

が、約１００人の親子の皆さんが昔ながらのお正月のあそび

を楽しみました。

　中でも一番盛り上がったのは、もちつき大会でした。昔な

がらの杵と臼を使ってのおもちつき。ぺったん、ぺったん、

楽しそうな音が聞こえてくると、みんな一斉に外に飛び出し

てきました。大人の

人に手伝ってもらい、

みんなで声を出しあ

いながらついたおも

ちは、最後にぜんざ

いにして、おいしく

いただきました。

「新春ちびっこ囲碁将棋大会」

　午後からはちびっこ囲碁将棋大会を開催し、町内外から

２４人の小学生の皆さんが参加しました。

　囲碁を打つ手、将棋

を指す手は真剣そのも

ので、お互いに精一杯、

力を出し切ってがんば

りました。

　入賞者は以下の皆さ

んです。おめでとうご

ざいました。

　　○囲碁
　　　Ａ級　１位　谷

たに

口
ぐち

豊
ゆた

詞
か

くん　２位　野
の

田
だ

悠
ゆう

馬
ま

くん

　　　　　　３位　瀬
せ

道
どう

優
ゆう

一
いち

くん

　　　Ｂ級　１位　福
ふく

田
だ

一
かず

貴
き

くん　２位　坂
さか

本
もと

　栞
しおり

さん

　　　　　　３位　清
し

水
みず

愛
あい

佳
か

さん

　　○将棋　１位　山
やま

本
もと

瑶
よう

司
じ

くん　２位　渡
わた

部
べ

貴
たか

裕
ひろ

くん

　　　　　　３位　井
い

澗
たに

和
かず

也
や

くん

　春が一番待ち遠しい月です。

　大人も子どももつい家にいる時間が

多くなりがちですが、本を読む時間に

しませんか。

　心が温かくなりますよ！！

お楽しみ会

　図書館では、子どもたちに本を読むことのおもしろさ、楽

しさを知ってもらうため『お楽しみ会』を開催します。

　地域のボランティアの方々の協力を得ておはなし、絵本の

読み聞かせ、紙芝居、クイズなど、子どもたちと一緒に楽し

い時間を過ごします。皆さんも一度、参加してください。

富田分室　３月７日（土）午後１時３０分～
本　　館　３月８日（日）午後１時３０分～

２月の行事

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　２月７日・１４日・２１日・２８日
　☆巡回図書

　　２月１２日（木）・２５日（水）　北富田小学校
　☆しらはま子どもの本の会例会
　　２月１９日（木）午前１０時～　本館
　　テキスト「ひとまねこざる」シリーズ
　　＊テキストは本館においています。

日置分室の蔵書点検

　　図書の整理のため下記の日程で “ 蔵書点検 ” を行いま
　す。蔵書点検期間中は休室になりますので開館（室）し
　ている館（室）をご利用くださいますようよろしくお願
　いします。
　　　　　２月２４日（火）から
　　　　　　　　　　　２月２８日（土）まで

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

わがやのスター
『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場企画財政課広報担当まで）

【白浜町湯崎　在住】

 城
じょうど

戸　瞭
りょうた

汰 くん　　（平成１６年９月２４日生まれ）

　　   花
はな

心
み

 ちゃん　　（平成１９年８月２２日生まれ）

（パパ・ママ メッセージ）

いつも仲良しのふたり。

「お兄ちゃん、ドライブ楽しいネ」

「次どこへ行く？」って感じでしょうか？

		  　　　　　父　章さん・母　江美さん

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
広

報
担
当
ま
で
。

市
鹿
野
若
草
会

　

温
泉
に
ふ
つ
ふ
つ
百
の
寒
卵　
　
　
　
　

サ
ダ
子

　

叔
母
の
逝
く
浄
土
の
道
に
冬
の
虹　
　
　

京き
ょ
う
こ子

　

切
り
貼
り
の
障
子
に
写
る
小
鳥
影　
　
　

い
志し

子こ

　

喪
に
服
す
暮
正
月
も
無
き
ま
ま
に　
　
　

桂け
い

子こ

　

乱
れ
籠
乱
れ
し
ま
ま
や
年
明
く
る　
　
　

み
き
枝え

　

日
暮
れ
て
も
田
で
凧
上
げ
る
都ま

会ち

の
子
等　

貞さ
だ

美み

　

あ
ち
こ
ち
の
柱
に
掛
け
て
初
暦　
　
　
　

み
ち
子

　

孫
の
待
つ
膝
へ
お
手
玉
縫
い
上
ぐ
る　
　

富ふ

美み

代よ

　

吊
し
柿
残
り
し
婆
の
捻ひ
ね

り
跡　
　
　
　
　

量か
ず

子こ　
　

　

初
雪
を
掃
き
寄
せ
隣
へ
も
ら
い
水　
　
　

ク
ス

　

安
居
俳
句
会

　

省
く
事
年
々
増
え
し
年
用
意　
　
　
　
　

琴こ
と

柱じ

　

手
も
足
も
動
け
る
幸
や
今
朝
の
春　
　
　

勢せ

津つ

　

大
焚
火
あ
の
児
こ
の
児
も
顔
ほ
て
り　
　

久ひ
さ

枝え

　

風
ま
か
せ
行
方
は
知
れ
ず
草
の
絮　
　
　

金き
ん

次じ

郎ろ
う

　

物
刻
む
音
に
も
春
の
き
ざ
し
か
な　
　
　

み
き
ゑ　

　

鴨
一
家
池
の
中
央
陣
取
っ
て　
　
　
　
　

汐し
お

美み

か
ら
す
う
り
俳
句
会

　

真
昼
間
の
歩
道
で
逢
瀬
う
か
れ
猫　
　
　

祥さ
ち

子こ

　

葉
隠
れ
に
の
ぞ
く
瑠
璃
色
竜
の
玉　
　
　

喜き

代よ

子こ

　

師
走
風
町
の
老
兵
つ
い
に
逝
く　
　
　
　

き
み
子

　

老
い
は
佳
し
共
に
寿
く
大お
お

福ぶ
く

茶ち
ゃ　

　
　
　

幸さ
ち

子こ

　

健
や
か
な
加
齢
冥み
ょ
う
が加

や
明
け
の
春　
　
　

尹い

久く

子こ

　

磯い
そ

魚う
お

の
匂
ひ
外と

に
洩
れ
燗
の
酒　
　
　
　

捷か
つ

子こ

　

紅
白
を
夫
の
遺
影
と
共
に
観
る　
　
　
　

江え

津つ

子こ

　

舞
う
鳶
も
み
な
輝
き
し
初
御
空　
　
　
　

鈴す
ず

枝え

　

御み
た
ら
し

手
洗
の
青
き
柄
杓
や
淑し
ゅ
く
き気
満
つ　
　
　

弘ひ
ろ

子こ
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～第１０回南白浜小学校フェスティバル～

　毎年、南白浜小学校では、学校・家庭・地域が一体

となって『南白浜フェスティバル』を開催しています。

　本年度は、第１０回目を迎えるということで記念の

「餅つき」を行いました。地域の婦人会や老人会の皆

さんのご協力を

いただき、餅の

つき方やまるめ

方を子どもたち

に指導していた

だきました。

　また、午前中

の体験コーナーは、今回からスタンプラリー形式にし

て、児童、地域や保護者の方々や幼児の皆さんなど参

加者全員が体験でき楽しめる取り組みとなりました。

　さらに、子どもたちがもっと「自分たちでフェス

ティバルを盛り上げ、いつもお世話になっている地域

の方々をお迎えしよう」という趣旨で、チラシの作成

や配布、会場装飾、１０周年記念しおりの作成、高学

年企画の体験コーナーなどを、児童会中心になかよし

班活動の一つとして行いました。児童全員が、自分た

ちのフェスティバルとして主体的に意欲的に取り組め

たと思います。

　そのほか、午後の全校発表・各学年発表・人形劇、

各区のコーナー、ＰＴＡや各種団体の食事コーナーな

ど、子どもたちにとってすばらしい思い出に残るフェ

スティバルになりました。

　今後も、南白浜小学校は、花づくり地域美化活動、

中浜の清掃活動や松林復活活動、『一徳さん』の美化

活動などに取り組み、地域共育コミュニティの構築を

めざして、学校・家庭・地域が一体となって『開かれ

た学校づくり』を推進していきたいと思います。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

南白浜小学校
（白浜町中：児童数89人）

林家染丸一門会
四代

目

林家染丸

林家うさぎ 林家染弥 林家笑丸

２月２６日（木）
午後６時開場／午後７時開演

 会場：白浜会館（阪田）

プロフィール
本名　木村行志（1949 年 10 月 10 日生）大阪府出身
1966 年　故・三代目林家染丸に入門。染二となる
1968 年　吉本興業の所属となり、京都花月にて初舞台
1991 年　国立文楽劇場にて四代目林家染丸を襲名

　三味線、日本舞踊の素養を活かして、お囃子の入った華
やかな落語を得意とする。
　上方の林家一門を率いて落語の活動をするかたわら、寄
席囃子の後継者の育成をしたり、また大学や高校で落語の
授業をし、若い層に落語の楽しさを伝えるといった教育者
の一面もある。
　ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「ちりとてちん」では落語監
修を担当し、万葉亭柳宝というベテラン落語家の役で出演
もした。
　舞台は天満天神繁昌亭や花月劇場などに出演。また、全
国各地での独演会や講演でも幅広く活躍中。
　得意の演目は、「浮かれの屑より」「蛸芝居」「子はかす
がい」など。弟子は只今１２人。

■入場料：大人（高校生以上）1,000 円（当日 1,200 円）・小人（小中学生）500 円（当日 600 円）

■チケットのおもとめは：白浜町教育委員会・白浜町中央公民館・日置川拠点公民館・町立総合体育館
　　　　　　　　　　　　富田事務所・児童館・椿出張所・白浜町各種婦人団体・白浜町各学校ＰＴＡ事務局 ほか

主催：白浜町文化公演会実行委員会
お問い合わせ先／白浜町教育委員会（℡４３－５８３０）


